
一 般 質 問

ケア労働者の処遇改善を

町長／給与の見直しを行う

佐
々
木（
隆
）

　
政
府
は
保
育
士
、
幼
稚

園
教
諭
、
介
護
・
障
害
福

祉
職
員
な
ど
を
対
象
に
収

入
を
３
％
程
度
（
月
額
９

０
０
０
円
）
引
き
上
げ
る

た
め
の
措
置
を
、
本
年
２

月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
該
当
す
る
町
職

員
の
給
与
引
き
上
げ
は
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長

　
保
育
士
等
へ
の
継
続
的

な
処
遇
改
善
を
求
め
る
国

の
方
針
に
合
わ
せ
て
、
給

与
の
見
直
し
を
行
う
。
対

象
職
種
は
、
保
育
士
、
幼

稚
園
教
諭
の
ほ
か
、
保
育

所
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園

で
勤
務
す
る
調
理
員
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

及
び
補
助
員
、
国
の
処
遇

改
善
の
対
象
外
と
な
る
施

設
に
お
い
て
も
、
調
理
員

な
ど
同
職
種
の
場
合
は
、

同
様
の
引
き
上
げ
を
行

う
。佐

々
木（
隆
）

　
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る

人
数
は
。

総
務
課
長

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
補
助

員
で
資
格
の
な
い
者
は

４
人
、
保
育
所
等
の
調

理
員
10
人
、
担
任
を
受

け
持
つ
者
が
、
保
育
所

18
人
、
幼
稚
園
１
人
、

こ
ど
も
園
６
人
の
合
計

39
人
で
あ
る
。

佐
さ

々
さ

木
き

　隆
たか

雄
お

　議員

佐
々
木（
隆
）

　
２
０
２
１
年
10
月
、
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
が
５

年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た

が
、
気
候
変
動
問
題
は
避

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
町
の
取
り
組
み
内
容
は
。

町
長

　
町
有
施
設
で
の
太
陽
光

発
電
の
利
用
や
節
電
型
エ

ア
コ
ン
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

更
新
な
ど
、
温
室
ガ
ス
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
令
和
元
年
度
か
ら
、

住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
設
置
費
補
助
事
業
も

行
っ
て
い
る
。

職
員
の
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
る
と
思
う
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長

　
現
状
と
し
て
、
砥
部

地
区
の
３
小
学
校
各
学

年
の
学
級
人
数
は
、
い

ず
れ
も
30
人
を
下
回
っ

て
い
る
。
中
学
校
も
実

質
的
に
は
35
人
学
級
に

な
っ
て
い
る
。
教
材
の

作
成
な
ど
、
教
員
の
事

務
を
補
助
す
る
ス
ク
ー

ル・サ
ポ
ー
ト・ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
、
４
年
度

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
す
る
こ
と

に
よ
り
負
担
軽
減
を
図

る
。

教
育
長
／
事
務
の
軽
減
を
図
る

少
人
数
学
級
の
実
現
と
　

　
教
職
員
の
負
担
軽
減
を

佐
々
木（
隆
）

　
令
和
２
年
９
月
議
会
で

現
行
の
35
人
学
級
か
ら
更

な
る
少
人
数
学
級
推
進
が

必
要
で
あ
り
、
知
事
に
も

要
望
す
る
と
回
答
が
あ
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
麻
生
小

学
校
で
臨
時
休
校
が
あ
っ

た
が
、
今
一
度
少
人
数
学

級
推
進
が
必
要
で
は
な
い

か
。
そ
う
す
る
こ
と
で
教

脱炭素の取り組みは

町長／削減に向け努力している

とべ議会だより

令和４年５月１日発行
（11）

家
庭
用
蓄
電
池

えひめICT学習
支援システムの
画面

テストやドリルの一覧表示
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日
野

　
小
学
生
が
登
下
校
時
に

重
た
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
て
長
時
間
通
学
す
る

こ
と
に
よ
り
、
３
人
に
１

人
が
筋
肉
痛
や
腰
痛
な

ど
、
身
体
に
影
響
を
き
た

す
だ
け
で
な
く
、
通
学
自

体
が
憂
う
つ
に
感
じ
る
な

ど
、
精
神
面
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
文
科
省
は
、

２
０
１
８
年
に「
置※

き
勉
」

を
認
め
て
い
る
が
、
本
町

の
実
態
は
ど
う
か
。

教
育
長

　
小
学
生
の
通
学
時
の
荷

物
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
含

め
る
と
６
キ
ロ
を
超
え
る

こ
と
が
あ
る
。
低
学
年
で

は
体
重
の
２
割
程
度
の
荷

物
を
持
っ
て
登
校
す
る
こ

と
に
な
り
、
身
体
や
精
神

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い

と
考
え
、
文
科
省
の
通
知

を
受
け
て
「
置
き
勉
」
を

認
め
て
い
る
。
令
和
６
年

度
か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
導
入
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
通
学
時
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

日
ひ

野
の

　惠
けい

司
じ

　議員

日
野

　
学
校
及
び
教
師
に
よ
っ

て
「
置
き
勉
」
の
考
え
方

が
違
う
が
、
教
育
委
員
会

と
し
て
統
一
的
な
指
針
は

あ
る
の
か
。

教
育
長

　
学
校
に
よ
っ
て
意
見
の

違
い
は
認
識
し
て
い
る

が
、
統
一
的
な
指
針
は
な

い
。

日
野

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、
休
校

や
学
級
閉
鎖
、
濃
厚
接
触

者
の
自
宅
待
機
な
ど
で
や

む
を
得
ず
登
校
で
き
な
い

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
、

家
庭
内
で
の
学
習
指
導
及

び
学
習
状
況
の
把
握
に
つ

い
て
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
現

在
可
能
な
の
か
。

②
一
部
の
自
宅
待
機
者
の

学
習
指
導
は
。

③
授
業
の
遅
れ
が
生
じ
た

場
合
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

教
育
長

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
で
き
る
環
境
は
概
ね

整
っ
て
い
る
。

②
端
末
で
授
業
の
板
書
や

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
閲
覧
が

で
き
る
。

③
昨
年
度
の
長
期
の
臨
時

休
校
時
は
、
モ※
ジ
ュ
ー
ル

学
習
の
導
入
、
時
間
短
縮

に
よ
る
授
業
時
数
の
確

保
、
学
校
行
事
の
精
選
な

ど
に
よ
っ
て
学
習
の
遅
れ

を
取
り
戻
す
取
り
組
み
を

行
っ
た
。
今
後
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
対

応
を
し
て
い
く
。

登下校時の荷物の軽減を

教育長／デジタル教科書導入で対応

教
育
長
／
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

　
　
　
　
環
境
は
で
き
て
い
る

感
染
症
等
に
よ
る
　
　

休
校
時
の
学
習
指
導
は

日
野

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
場

合
、
同
時
双
方
向
型
の
授

業
が
で
き
れ
ば
フ
ォ
ロ
ー

す
る
必
要
は
な
い
が
、
現

在
体
制
は
で
き
て
い
る
の

か
。教

育
長

　
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
が
、
通
信
容
量
が
莫

大
に
な
る
の
で
、
十
分
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

※
置
き
勉
と
は

　

必
要
の
な
い
教
材
等
を

教
室
に
置
い
て
帰
る
こ

と

※
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
と
は

　

休
み
時
間
を
活
用
し
た
短

時
間
授
業

とべ議会だより

令和４年５月１日発行
（12）

オンライン授業の
イメージ

重
た
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
通
学
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髙
橋

　
自
力
で
の
対
応
が
難
し

い
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
委

託
業
者
に
よ
る
ご
み
の
戸

別
回
収
と
住
宅
火
災
を
防

ぐ
火
災
警
報
器
の
無
料
交

換
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
し

て
は
ど
う
か
。

　
利
用
者
へ
声
掛
け
を
行

う
こ
と
で
社
会
的
弧
立
を

防
ぎ
、
安
否
確
認
に
も
繋

が
る
。
防
災
減
災
の
一
環

と
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

町
長

　
介
護
度
や
障
害
支
援
区

分
に
応
じ
て
「
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ

て
い
る
。
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア「
ほ
っ
と
け
れ
ん
」

や
自
治
会
内
の
共
助
の
活

動
の
支
援
で
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
を
支
え
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強
化
す

る
。

　
火
災
発
生
の
感
知
、
避

難
が
困
難
な
障
が
い
者
世

帯
へ
の
火
災
警
報
器
の
購

入
費
用
助
成
や
、
独
居
高

齢
者
・
高
齢
者
世
帯
へ
の

通
信
機
器
の
貸
与
を
行
っ

て
い
る
。
取
り
付
け
も
砥

部
消
防
署
が
無
償
対
応
し

て
い
る
。
災
害
弱
者
に
対

し
て
こ
れ
ら
の
制
度
を
周

知
し
、
適
切
な
時
期
に
交

換
を
推
奨
し
て
い
く
。

髙
橋

　
地
域
の
区
に
未
加
入
の

世
帯
へ
の
対
応
は
。

町
長

　
加
入
者
と
同
じ
よ
う
に

対
応
す
る
。

町
長

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

は
、
県
内
で
も
新
居
浜
市

で
小
学
生
を
対
象
に
実
証

実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
町
は
通
学
路
上
に
店
舗

や
事
業
所
が
少
な
い
。
受

信
機
の
設
置
場
所
や
専
用

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

等
、
先
進
地
の
取
り
組
み

を
参
考
に
実
現
可
能
な
導

入
形
態
を
検
討
す
る
。

髙
橋

　
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
と

提
携
し
、
自
動
販
売
機
を

受
信
機
の
固
定
基
地
局
と

し
て
利
用
で
き
る
。
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
、
ゴ
ミ
収
集

車
に
も
取
り
付
け
可
能
で

あ
る
。
ア
プ
リ
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
自
治
会
の
協
力
を
得
ら

れ
る
と
思
う
が
。

町
長

　
十
分
検
討
の
余
地
は
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

髙
橋

　
町
内
に
設
置
さ
れ
た
基

地
局
や
指
定
の
ア
プ
リ
を

使
っ
て
、
専
用
の
見
守
り

端
末
で
位
置
情
報
を
記
録

す
る
「
タ
ウ
ン
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
」
は
、
緊
急
時
に
居

場
所
を
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
子
ど

も
だ
け
で
は
な

く
、
徘
徊
す
る

認
知
症
患
者
の

発
見
に
も
役
立

つ
。
住
民
の
安

心
安
全
に
繋
が

る
Ｉ
ｏ
Ｔ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
活

用
し
た
、
新
し

い
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

髙
たか

橋
はし

　久
く

美
み

　議員

町
長
／
実
現
可
能
な
導
入
形
態
を
検
討

新
し
い
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

ごみの戸別回収と　　　　　　
　　　火災警報器の無料交換を

町長／公助・共助で地域を支援

とべ議会だより

令和４年５月１日発行
（13）

火災警報器の取り付け
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原
田

　

介
護
・
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
昨
年
改
定
さ
れ
た
。
内

容
の
周
知
も
必
要
で
は
あ

る
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

な
く
て
も
健
康
で
楽
し
く

生
活
で
き
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
で
平
均
寿
命
と

の
差
を
短
く
し
、
高
齢
者

が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
取

り
組
み
は
。

原
はら

田
だ

　公
きみ

夫
お

　議員

町
長

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め

に
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

壮
年
期
か
ら
高
齢
期
ま
で

切
れ
目
な
く
医
療・福
祉・

保
健
が
連
携
し
て
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。
高
齢

者
の
施
策
と
し
て
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た

め
、
国
保
特
定
健
診
や
後

期
高
齢
者
健
診
の
ほ
か
、

独
居
高
齢
者
や
高
齢
世
帯

を
対
象
と
し
た
健
康

状
態
や
生
活
状
況
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
、
高

齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
事
業
の
連

携
に
よ
り
実
態
を
把

握
し
、
重
症
化
予
防

に
特
化
し
た
保
健
・

栄
養
指
導
を
実
施
す

る
。

原
田

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
昨
年
12

月
、
２
０
２
１
年
度
全
国

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
公

表
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

子
ど
も
た
ち
の
体
力
低
下

が
鮮
明
で
あ
っ
た
。
テ
ス

ト
は
小
学
５
年
生
と
中
学

２
年
生
が
対
象
で
、
県
教

育
委
員
会
発
表
の
市
町
別

結
果
で
も
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
た
。
本
町
で
は

小
学
５
年
生
の
男
女
と
も

全
国
・
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
た
が
、
児
童
生
徒
の

体
力
向
上
対
策
は
。

教
育
長

　
今
年
度
の
全
国
体
力
テ

ス
ト
の
結
果
は
過
去
最
低

を
記
録
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

庁
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

運
動
時
間
の
減
少
、
ま
た

学
習
以
外
の
ス
マ
ホ
や

体
力
ア
ッ
プ
推
進
計
画
を

立
て
、
体
力
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
滞
る
こ
と
な

く
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
取
り
組
み
を
力
強
く
推

進
し
、
家
庭
や
地
域
と
連

携
・
協
力
し
て
、
児
童
生

徒
の
体
力

ア
ッ
プ
に

努
め
る
。

ゲ
ー
ム
に
費
や
す
時
間
の

増
加
な
ど
が
原
因
と
分

析
。
本
町
の
結
果
は
、
小

学
５
年
生
の
男
女
と
も
全

国
・
県
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
が
、
中
学
２
年
生
は

男
女
と
も
上
回
っ
て
お

り
、
男
子
に
お
い
て
は
県

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
数
値

を
記
録
し
て
い
る
。
各
学

校
で
は
、
毎
年
、
体
力
テ

ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
た

健康寿命を延ばす取り組みは

町長／保健・栄養指導を実施

教
育
長
／
体
力
ア
ッ
プ
推
進
計
画
を
実
施

児
童
生
徒
の
体
力
向
上
対
策
は
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なわとびで体力アップ
（砥部小学校）

出張介護予防教室（100歳体操）



一 般 質 問

ヤングケアラーへの支援は

大
平

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、
親
の

収
入
激
減
や
、
ア
ル
バ
イ

ト
収
入
の
減
少
な
ど
経
済

的
に
困
窮
し
、
学
び
の
継

続
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

学
生
が
増
え
て
い
る
。
家

事
や
家
族
の
世
話
、
介
護

な
ど
大
人
が
担
う
よ
う
な

ケ
ア
責
任
を
引
き
受
け
る

18
歳
未
満
の
子
ど
も
で
あ

る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長

　
本
町
で
も
相
談
窓
口
を

設
け
て
お

り
、
事
例
把

握
に
努
め
て

い
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ

確
認
さ
れ
て

い
な
い
。
親

か
ら
の
虐
待

や
不
登
校
に

も
つ
な
が
り

か
ね
な
い
ヤ

ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
問
題

は
、
早
期
発

見
と
関
係
機

大
おお

平
ひら

　弘
ひろ

子
こ

　議員

関
の
連
携
し
た
支
援
が
重

要
で
あ
り
、
県
が
作
成
し

た
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
相
談
窓
口
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
来
年
度

予
定
し
て
い
る
県
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
相
談

窓
口
で
の
実
態
把
握
に
努

め
、
支
援
体
制
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

大
平

　
全
国
的
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
し
て
の
認
知
度
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
専
門
知
識
を
持
っ
た

職
員
の
配
置
や
、
支
援
機

関
と
連
携
し
た
相
談
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
は
。

町
長

　
早
急
に
実
態
把
握
に
努

め
、
本
町
に
お
い
て
も
そ

の
よ
う
な
家
庭
が
あ
れ
ば

十
分
検
討
を
行
い
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
た

ち
を
救
え
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
の
課
題
と
し
て
十
分

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町長／早期発見と支援体制の充実

副議長
佐々木 公博

●
● 

就
任
の
挨
拶 

● 

● 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を

　

２
月
４
日
の
臨
時
議
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の

皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
、

新
た
に
副
議
長
に
就
任
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
町
民
の
皆

様
の
日
常
生
活
は
自
粛
や

制
限
を
さ
れ
、
大
変
な
状

　

３
月
議
会
の
最
終
日
に

議
員
発
議
に
よ
り
【
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
抗
議
す
る
決
議
】
が

全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
連
軍
縮
会
議
場
に
あ

る
砥
部
焼
の
巨
大
地
球
儀

〈
生
命
の
碧
い
星
〉
を
寄

贈
し
た
本
町
の
世
界
平
和

況
と
な
り
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
終
息
を
願
う
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
様
の
安

全
で
安
心
な
生
活
環
境
が

整
う
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

一
議
員
と
し
て
活
動
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
議
会
、
開
か
れ

た
議
会
と
な
る
よ
う
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

を
願
う
気
持
ち
を
踏
み
に

じ
る
も
の
で
、
一
日
も
早

く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
が

戻
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
る

ば
か
り
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
砥
部

焼
で
作
ら
れ
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
旗
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を

全
議
員
が
装
着
し
、
議
場

へ
入
場
し
ま
し
た
。

とべ議会だより

令和４年５月１日発行
（15）

生命の碧い星

ウクライナバッジ


